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第１回懇話会の座長まとめ

① 府立スポーツ施設のリニューアル

② レベルの高い競技会が開催できるスポーツ施設
（サッカースタジアム）の新設

③ 教養スポーツ、府民スポーツ施設の状況確認
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【 検 討 テ ー マ １ 】

府立スポーツ施設のリニューアル

府立の施設は大変老朽化している。

今ある施設を一つひとつ丁寧にリニューアルする必要。

山城・丹波に広くて立派な施設があり、もっと研究してリニ
ューアルすれば、お金をかけないで整備できる。

主な意見
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名称 所在地 設立 施設概要 その他施設

京都府立山城総合運
動公園

宇治市広野町八軒屋
谷1番地

S57.3

◆陸上競技場（第2種公認）
◆第２競技場（第5種公認）
◆球技場Ａ（サッカー、ラグビー、アメフト等）
◆球技場Ｂ（サッカー、ラグビー、アメフト、フィールドホッケー等）
◆野球場（第1野球場、第2野球場、第3・4野球場、第5野球場）
◆テニスコート（砂入り人工芝16面、クレー舗装（バレーコート兼用）2面）
　　　　　　　＊夜間照明設備16面
◆体育館
　（メインアリーナ：バレーボール、バスケットボール、テニス各3面、
　　　　　　　　　ハンドボール2面、バドミントン14面、卓球20～30台

・遊びの森
・ふれあいの森
・冒険の森
・ふるさとの森

京都府立丹波自然運
動公園

船井郡京丹波町曽根
崩下代110-7

S45.3

◆陸上競技場（第３種公認）
◆補助競技場
◆軟式野球場（３面）
◆球技場（少年サッカー、少年野球、ソフトボール各2面等）
◆テニスコート（砂入り人工芝16面）　＊夜間照明設備16面
◆体育館（バレーボール、バスケットボール・テニス各2面、
　　　　　　バドミントン、ソフトバレーボール各8面）

・造派プール等
・パターゴルフ場
（１８Ｈ）
・こどもの広場
・芝生広場
・天文館
・宿泊施設
（37室、300人）

京都府立伏見港公園
京都市伏見区葮島金
井戸町

S57

◆体育館（ハンドボール1面、バスケットボール2面、バレーボール3面、
　　　　　　バドミントン10面、卓球24台、フットサル1面）
◆テニスコート(全天候型6面）　＊夜間照明6面
◆屋内プール(25ｍ：8コース、サブプール）
◆相撲場（土俵1面）

・児童プール等

京都府立体育館
京都市北区大将軍鷹
司町

S46.10

◆第１競技場（バレーボール、バスケットボール、テニス各3面、
　　　　　　　　　バドミントン12面、卓球20～40台、ハンドボール１面等）
◆第２競技場（バレーボール2面（男子９人制）1面、バスケットボール、
　　　　　　　　　テニス各1面、バドミントン4面、卓球16台等）
◆トレーニングルーム

・会議室（4室）

主な京都府立スポーツ施設＜概要＞
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山城総合運動公園

所 在 地 宇治市広野町八軒屋谷1
面 積 92.3ha
開 園 昭和57年3月

指定管理 (財)京都府公園公社
利用者数 120.2万人（H21）（内運動施設 71.1万人）
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山城総合運動公園

運 動 施 設 一 覧

施設名称 設置年度 経過年数 大規模修繕 備 考

陸上競技場 第２種公認 Ｓ５６ 29 H８舗装全面改修

第２競技場 第５種公認 Ｓ５６ 29

球技場Ａ クレー舗装 Ｓ５６ 29

球技場Ｂ 芝生舗装 Ｓ５６ 29

野球場 ５面 Ｓ５７ 28 H13スコアボード改修

テニスコート １８面 Ｈ元～４ 18
H14、H21～人工芝
改修

照明 有

体育館 メイン、サブ Ｓ６２ 23

競泳プール
５０ｍ公認
２５ｍ公認

Ｓ６０ 25

飛込プール Ｓ６１ 24
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山城総合運動公園

陸上競技場
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所 在 地 京都市伏見区葭島金井戸町

面 積 3.7.ha
開 園 昭和42年8月

指定管理 (財)京都府公園公社
利用者数 25.1万人（H21)

伏見港公園
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伏見港公園

運 動 施 設 一 覧

施設名称 設置年度 経過年数 大規模修繕 備 考

体育館 Ｓ５７ 28 H18屋根改修

プール ２５ｍ Ｓ５７ 28 H12防水改修

テニスコート 6面 Ｓ６０ 25
H20ハードコート
改修

照明 有

相撲場 Ｓ５９ 26 H13土俵改修
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●競技施設
ハンドボール１面
バスケットボール２面
バレーボール３面
バドミントン １０面
卓球２４台
フットサル １面

●観 客 席 ５００席
●主な利用
国民体育大会近畿ブロック
大会（卓球）

伏見港公園

体育館
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所 在 地 船井郡京丹波町曽根
面 積 53.1ha
開 園 昭和45年3月

指定管理 (財)京都府立丹波自然運動公園協力会
利用者数 48.6万人 （H21）(内運動施設 32.7万人)

丹波自然運動公園

丹波自然運動公園
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丹波自然運動公園

運 動 施 設 一 覧

施設名称 設置年度 経過年数 大規模修繕 備 考

陸上競技場 第３種公認 S43 42 H12全面改修

補助競技場 S43 42 H9全面改修

球技場 クレー舗装 H4 18

野球場 3面 S43 42

テニスコート 18面 S44 41
H10～１１人工芝
改修

照明 有

体育館 S55 30 H15屋根改修
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丹波自然運動公園

陸上競技場
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所 在 地 京都市北区大将軍鷹司町
面 積 敷 地 面 積 12,589.59㎡

建築延べ床面積 14,035.61㎡
竣 工 昭和46年10月

構 造 鉄骨・鉄筋コンクリート造り地上

３階建（一部地下１階）

利 用 数 26.6万人 (H21)

京都府立体育館

京都府立体育館
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京都府立体育館

運 動 施 設 一 覧

第１競技場

第２競技場

トレーニング
ルーム

会議室

付帯施設

面積：　540㎡（45m×12m）
定員：　80人

第1会議室：　　  48㎡ （8m×6m）、収容人員　16人
第2・4会議室： 144㎡（8m×18m）、収容人員　81人
第3会議室：　      64㎡（8m×8m）、収容人員　24人

男女更衣室、シャワー室（温水）、食堂（休業中）、売店等

主要施設

フロア：　2,242㎡(59m×38m)
観覧席：　3,316㎡（収容人員　8,635人（固定席5,135席、移動席3,500席含む））
施　設：　バスケットボール　3面、バレーボール　3面、テニス　3面、
　　　　　バドミントン 12面、卓球　 20～40台、ハンドボール　1面　等

フロア：　864㎡(36m×24m)
施　設：　バスケットボール　1面、バレーボール　2面（男子9人制）　1面
　　　　　テニス　1面、バドミントン　4面、卓球　16台　等
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京都府立体育館

第１競技場
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① 施設の老朽化

→競技施設は修繕や更新が必要
・陸上競技場（第２種公認更新：H23） … 山城
・体育館（アリーナ床更新等） … 伏見、府立体育館
・テニスコート（砂入り人工芝の更新）… 丹波

大部分の施設が建設から２０～４０年を経過

課 題

② 利用環境向上の要望

夜間照明の設置
スタンド等への屋根の設置
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施設の改善
観覧席の整備、照明の照度向上 等

更衣室、トイレ、ドーピングルーム、会議室の整備

③ 大規模な大会開催に関する要望

④ 既存施設での新たな種目の要望

(例）
弓道練習場所、グラウンドゴルフ場
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【 検 討 テ ー マ ２ 】

レベルの高い競技会が開催できるスポーツ施設
（サッカースタジアム）の新設

サッカースタジアムがあれば、本当の躍動感・競技のおも
しろさが感じられる。

サッカーを「する」、「観る」だけでなく、ボランティアに１００
人以上の方に「参加」していただき、一つの生きがいになる
など、地域の活性化に大きな力。

公式の世界大会が出来るところをつくって欲しい。スポー
ツだけでなく、心のレベルを上げていく。

主な意見
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憧れの場所、あそこに行きたい、だからがんばるんだと
いう、子ども達に夢を持たせないと、スポーツのレベルが
上がっていかない。競技スポーツのメッカをつくっていただ
きたい。

「ほんまもん」に触れるというのが子ども達のスポーツ心
を一番喚起したり、鼓舞したりする。

屋根のあるスタンドなど、「観る」スポーツの観点から、
来られた方が安心して観られる施設が必要。

つづき
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施 設 主 な 施 設 主な全国レベルの試合・大会等

陸上競技場 ・西京極総合運動公園陸上競技場兼

球技場（第１種公認）

・全国都道府県対抗女子駅伝

・全国高等学校男子・女子駅伝

・サッカーＪリーグ

野球場 ・西京極総合運動公園野球場 ・プロ野球公式戦

・女子プロ野球

体育館 ・京都府立体育館

・京都市体育館

・向日市民体育館

・舞鶴文化公園体育館

・バスケットボールｂｉリーグ

（府立体育館、京都市体育館、向日市民体育館）

・バスケットボール日本リーグ

（府立体育館、京都市体育館）

・バレーボール日本リーグ

（府立体育館、舞鶴文化公園体育館）

・島津全日本室内テニス選手権大会

（京都市体育館）

球技場 ・宝が池公園運動施設球技場 ・なし

○ 主要な公共スポーツ施設の状況と全国レベルの試合・大会等
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球技場の必要性

① 臨場感あふれる、迫力のある試合が楽しめる

② 高いレベルの技術を身近で体験

③ ジュニア世代～シニア世代までの幅広い大会を開催

「ほんもの」にふれることで、スポーツの楽しさを実感

④ 「する人」「観る人」「支える人」の一体感の醸成
スポーツ振興の発信基地

⑤ 多くの人が集う場所として、地域を活性化

⑥ プロスポーツ
『全国区型』から『地域密着型』へ
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球技場整備の課題

建 設 場 所

建 設 費 用

グレード（座席数、屋根 等）


